
コミュニケーション能力とは何だろう？
一般にコミュニケーション能力が高いという人の
イメージとは、『自分の意見をはっきり明確に主張
する』『積極的に自分の意見を申し述べて、且つ相
手の話を、きらきら目を輝かせて聴き、闊達な議論
を交わす』『社交的で誰とでもすぐに打ち解けて、
明るく、そして爽やかな印象を相手に与える』とい
う感じでしょうか？　やや誇張しているかもしれま
せんが、そういう面も確かにあります。しかし、実
際はもっと普段私たちが人との関係で、少なからず
行っていることではないでしょうか？
以前、来談された学生から「私は『コミショー』
だから ･･･」と言われて、一瞬意味が分からなかっ
たことがあります。「コミショー」＝「コミュニ
ケーションが苦手」「コミュニケーション障害」「コ
ミュニケーション能力に自信がない」ということだ
と説明されて、初めて知ることが出来ました。私
が、「コミショー？」と訊ねたことを受けて、応え
てくれたことで、私と来談された方との間で、私は
新しい言葉を覚え、相手は自己像、自己評価、自分
の困り具合を私に伝えてくれました。コミュニケー
ションの成立です。
コミュニケーションは、日常いたるところで誰も
が自然に行えていることです。勿論言葉にならない
部分でのやり取りも含めて、人間は人間関係を通し
て、知恵を分かち合い、文化を伝承し、太古から生
き延びてきました。コミュニケーション能力とは、
人間の DNA に組み込まれて、誰もが素質を備えて
いるものです。そしてコミュニケーション能力と
は、コミュニケーションを円滑に進める力ではな

く、うまく伝わらない事態に陥ったときに、「それ
はなに？」という素朴な欲求だと思います。
人の体験はそれぞれパーソナルなものです。『哀
しい』『嬉しい』『さびしい』『感動した』『悔しい』
･･･ 全てその人にしかわからない体験なのです。マ
ニュアル化できない、その人それぞれのものを分か
ち合うことがコミュニケーションの真髄です。それ
は、なにも『ハキハキ明るく大きな声で話すこと』
『論理立てて分かりやすく話すこと』『相手の興味に
沿って話すこと』でもありません。そのまま、その
人の存在自体が『コミュニケーション』の第一歩
です。
入学すると自己紹介をあちこちで求められます。
誰からも良い印象を持ってもらいたいと張り切った
り、逆にとても苦手意識を持つことがあると思いま
す。しかし、自分が居る事を示すだけで、十分コ
ミュニケーションの一歩が始まります。失敗も成
功もありません。その場に自分を置くこと、もう
ちょっと勇気を出すとしたら、身近な人にそっと話
しかけること、にっこりするだけでもコミュニケー
ションは成り立っています。
４月の新生活では、どうしてもうまくスタートを
きりたいと張り切ってしまいがちです。でもあなた
がこの学習院大学の敷地に入ってくれただけでコ
ミュニケーションのチャンスは沢山あります。うま
く話そう、受けを狙ったり、かっこよく行こうと思
わずに、とにかくキャンパスに身を置いて、だんだ
ん慣れてみてください。あなたを生かす様々なチャ
ンスに気づかれると思います。

http://www.gakushuin.ac.jp/univ/sco/
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大学生活に関する困りごと調査
（『発達障害のある大学生のキャンパスライフサポートブック』高橋知音著　2012 年刊　学研より引用）

これはあなたが日頃どのようなことで困っているかについての調査です。
それぞれの項目について、困っている程度に応じて、0～ 3の 4段階で回答して下さい。
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0 困っていない １ 少し困っている ２ 困っている ３ とても困っている

この検査で、困りごと度合いが高得点だと自覚したら、自分一人で抱え込まずに、良かったら学生相談
室を利用して下さい。どの項目も自分の性格や心掛けを変えることで何とか改善できると思えるもので
すが、分かっていても出来ないのが人間たるゆえんです。誰かに打ち明けてみることが、あなたの学生
生活の良いきっかけになるかもしれません。

１ 授業や行事で「グループになってください」といわれると困ってしまう。 0 1 2 3
２ 雑談などの取り留めのない話をするのは苦手だ。 0 1 2 3
３ 初対面の人とはどうやって話したらいいかわからない。 0 1 2 3
４ 場違いなことをしてしまって、困ることがある。 0 1 2 3
５ 皮肉や冗談が分からないことがある。 0 1 2 3
６ 次に何をするのかという具体的な指示が事前にないと困ってしまう。 0 1 2 3
７ 気分の波が激しくて困っている。 0 1 2 3
８ 友達がいなくてさびしい。 0 1 2 3
９ 生活のリズムを乱されるのは苦痛だ。 0 1 2 3
10 他の人たちからは、自分は場違いなことばかりしていると見られていると思う。 0 1 2 3
11 進学やクラス替えのときに、新しい友人を作るのは苦手だ。 0 1 2 3
12 グループ活動では居心地が悪くて困る。 0 1 2 3
13 友達が少ないことが気になっている。 0 1 2 3

14 過去の経験が現在起こっていることのようによみがえり、気持ちが不安定にな
ることがある。 0 1 2 3

15 他の人がどんなことを考えているのかを想像することが苦手だ。 0 1 2 3
16 突然予定が変更されると混乱してしまう。 0 1 2 3
17 「自分は普通の人と違う」と感じて困っている。 0 1 2 3
18 進学やクラス替えなどで周りの状況が変るときに恐怖を感じる。 0 1 2 3
19 孤立していると感じる。 0 1 2 3
20 人と話しているときに、自分がいつ話せばいいのか分からず困ってしまう。 0 1 2 3
21 うそや作り話を見抜くのは苦手だ。 0 1 2 3
22 とても嫌いな特定の音やにおいや肌触りなどがあって、困ることがある。 0 1 2 3
23 行動がとまって固まってしまい、困ることがある。 0 1 2 3
24 他の人たちのようにうまく会話が出来ない。 0 1 2 3
25 暗黙のルールが分からなくて困ることがある。 0 1 2 3


